
 

 

 

 

 

 

 六方晶の逆極点図を表示する 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙＨｅｘａソフトウエア 

 Ver1.16Y 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年１２月０５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

    

 

 

 



概要 

 ＯＤＦ解析後の逆極点図表示では、ＯＤＦソフトウエアによって表示方法が異なる。 

   本ソフトウエアでは、ＬａｂｏＴｅｘで表示する逆極点図を、一般的な表示方法に変換し 

   更に、各種ＯＤＦの逆極点図を表示する事を目的とする。 

      ＬａｂｏＴｅｘでは面表示、ＴｅｘＴｏｏｌｓでは方位表示[]が行われている。 

ＬａｂｏＴｅｘの六方晶逆極点図 

  

  

 上記Ｍａｉｎエリアに２つの逆極点図が存在し、２つの逆極点図が異なる事があるため、 

 ２つの逆極点図の表示や平均化した逆極極点図を３指数、４指数で表示を行う。 

本プログラムによる表示 

 [0001]-[10-10]-[11-20] 

 [0001]-[[10-10]-[2-1-10] 

 [001]-[210]-[110] 

 [001]-[210]-[100] 

 平均値による表示もサポート 

 

 

 



Ｈｅｘａｇｏｎａｌ方位計算は３指数で行う。 

  

 （ｈｋｌ）－＞（φ、β）， 

  φ角度は（００１）と（ｈｋｌ）の面角度から計算 

   

 β角度は 

  ａｓｉｎ（（２＊ｈ＋ｋ）／（２＊ｓｑｒｔ（ｈ＊ｈ＋ｈ＊ｋ＋ｋ＊ｋ）） 

  あるいは、[100]と[hk0]の方位角度から計算 

  

  

＊注意 

 測定間隔により、本来の{hkl}あるいは[uvw]が求められないケースがあります。 

 Ver1.04以降は、φ方向、β方向に放物線近似を行いピーク角度を計算 

  

 

 

 

各方位の確認は、soft¥Docの HexagonalInverseで確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ソフトウエアの起動 

 C:¥CTR¥bin¥InverseDisplayHexa.jarをダブルクリック 

 ODFPOleFigure2->ToolKit->InverseTools->InverseDisplayHexaをクリック 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



説明に使うテストデータ 

 {0001}<10-10>  {001}<210>  20% 

 {01-10}<2-1-10>  {010}<100>  20% 

 {-12-10}<0001>  {-120}<001>  20% 

 {01-13}<2-1-10>  {013}<100>  20% 

 {01-14}<0-221>  {014}<-2-41>  20% 

   

４指数＜－＞３指数変換は HexaConvetソフトウエアアを用いる 

   

 

 テストデータの逆極点図はＬａｂｏＴｅｘを用いる。 

  ＬａｂｏＴｅｘで上記結晶方位を登録 

  ＭｏｄｅｌｌｉｎｇでＯＤＦ図を作成 

  逆極点図を作成し、Ｅｘｐｏｒｔを行う。 

 

 

必要なソフトウエア 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙＨｅｘａソフトウエア 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙＨｅｘａＸＹソフトウエア（逆極点図表示部） 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘによる結晶方位作成 

  

 作成したＯＤＦ図 

  

 

 

 

 



 計算された極点図 

  

 計算された逆極点図 

  

 

 赤線の上下に２つの逆極点図が存在している。この２つの部分の表示、平均値での表示を行う。 

逆極点図のＥｘｐｏｒｔ 

 Ｆｉｌｅ－＞ＰＦ Ｅｘｐｏｒｔ 

  



InverseのＥｘｐｏｒｔする。 

   

ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙＨｅｘａプログラムによる表示 

 LaboTexで計算し、Exportした逆極点図を選択 

 

 

 ND,TD,RD,Maxが表示される。 

 

 



 表示方法を選択 

 ND方向をＰｌａｎｅで表示 

  

表示するデータを作成 

 

ND方向のピークサーチを行う。 

 LaboTexND方向の逆極点図の Planeピークサーチ 

     方位    φ     β     強度    φ２     β２ 

  

  

  逆極点図は、（φ2、β2、強度）位置に方位を表示する 

  

  ピークサーチ時、Level以下のピークサーチは行わない 

 LaboTex の Planeピークサーチ結果  TexToolsの Planeピークサーチ結果 

  

 

 

 

 

 

 

 



  

 LaboTexND方向の逆極点図の Directionピークサーチ 

 方位    φ     β     強度    φ２     β２ 

  

 LaboTex の Directionピークサーチ結果  TexToolsの Directionピークサーチ結果 

  

 

 測定間隔５度では、予測と異なる結果になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ND方向 と の比較 

  

 Plane  

 Direction   

 検出された位置から計算    

 (90.0,50.0)から｛15 8 -23 0｝が計算され  (2 1 0)から（90.0,49.11）が計算される。 

  

  

 

 Plane   

 Direction  

 検出された位置から計算     

 （42.5,30.0）から{1 0 -1 2}が計算され {1 0 2}から(42.5,30.0)が計算される。 

  

 

 

 

 



 

 Plane   

 Direction  

 検出された位置から計算     

 (46.93,60.0)から{1 1 -2 3}が計算され  {1 1 3}から(46.62,60.0)が計算される。 

   

 

 

 Plane   

 Direction  

 検出された位置から計算     

 (0.0,30.0)から{0 0 0 1}が計算され、  (0 0 1)から(0.0,30.0)が計算される。 

  

  

 

 

 

 

 

 



 

 

 Plane   

 Direction  

 検出された位置から計算    {314}から計算される（φ、β） 

   

 

RD方向の確認 

  

 LaboTexRD方向 Planeのピークサーチ結果   LaboTexRD方向 Directionのピークサーチ結果 

   

 TexToolsRD方向 Planeのピークサーチ結果   TexToolsRD方向 Directionのピークサーチ結果 

   



ＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌデータ 

 

 

 

       InverseContourDisplayで表示 

 


